
  思い出いっぱいの修学旅行特集 
６年生は、9 月１６日（木）～１７日（金）の２日間、県内を巡る修学旅行に行き

ました。同日に１～５年生の校外学習もありました。私は、６年生の児童と一緒に

修学旅行に行きましたので、修学旅行の様子をお伝えします。本年度は、１日目

は嶺南、２日目は嶺北に出かけ、福井県のよさを再発見して帰ってきました。全行

程は下の通りです。ぜひ１～５年生の児童にも、家族で訪れてほしいと思い、それ

ぞれの場所についてほんの少しだけご紹介します。 

  修学旅行のスタート「わかさ高浜エルどらんど」では、空中アスレチックに挑戦

しました。高所でのアスレチックなので、 みんなドキドキでした。丸太や吊り橋が大きく揺れてさらに恐怖心が高まりま

す。見ているだけでもドキドキしました。全員１～２周して、大満足でした。 

「神宮寺」では、遠近法を用いたお寺の秘密を教えていただいたり、お水送りをする井戸を

見学させていただいたりしました。名前の通り、神社とお寺の両方の特徴を併せもつという

「神宮」「寺」です。丁寧な説明をしていただき、個人的に再訪したい場所となりました。 

「きいぱす」では、セグウェイに挑戦しました。最初は、バランスがとれるかな？と心配してい

ましたが、全員見事に乗りこなし、体育館を２～３周できました。バッテリーカーも全員安全運

転で戻ってきていました。ちなみに「きいぱす」は、廃校になった丹生小学校があった場所で、

セグウェイは元丹生小学校の体育館で体験しました。クイズ大会も大盛況でした。 

あわら温泉「清風荘」は、夜も朝も豪華なお食事でした。個人的には、食事の後の子供たちのショータイムがとても

心に残りました。修学旅行を盛り上げるためにがんばって練習してくれたのだと思うと、胸がいっぱいでした。私も？ボ

ックスにドキドキしながら手を突っ込みました！清風荘では、お土産も購入し

ました。皆様、子供たちが一生懸命に選んだお土産は食べられましたか？ 

２日目のスタートは、福井が誇る、日本でも有数の観光地「東尋坊」です。

この日は台風が接近しており、いつ雨が降るか…という状況でした。しかし、

東尋坊はとても気持ちのよいお天気でした。朝一番の誰もいない東尋坊は、

風が気持ちよく、子供たちの写真撮影のポーズものびのびしていました。 

「松島水族館」に行ったのは、私自身は何十年ぶり…でした。イルカショー

は、迫力満点でした。こちらでも子供たちはお土産を購入していました。2 グ

ループに分かれての活動でしたが、アクティブに見学していました。ちらほら

他の学校の修学旅行の子供たちとも出会うようになってきました。 

「ゆめおーれ勝山」では機織り体験をしました。自分で選んだ糸で織った、世界で１つのコースターが完成しまし

た。昔の機織りに関するお話しをたくさんしてくださり、機織り機の説明も丁寧にしてくださいました。子供たちは熱心

に聞き入っていました。近くにあった恐竜のモニュメントやキャラクターがマスクをしていたのが印象的でした。 

「恐竜博物館」は、多分一生に一度となるであろう「貸し切り」でした。白山小学校のために恐竜博物館を開館し
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てくださいました。あの大きな全身骨格も白山小学校で独り占めでした。夢見心地で博物

館内を歩きました。写真もたくさん撮影し、お土産も購入しました。 

最後は「WAVE40」でボウリングです。最初からとても上手な子もいましたが、みんな

やっているうちにどんどん上手になり、ストライクもとっていました。修学旅行のラストは、昨

年もボウリングだったということで、子供たちは、とても楽しみにしていました。心が通じ合

った仲間とのボウリングは一生の思い出になりますね。 

以上で、修学旅行のレポートを終わります。…ところが、これで終わりではありませんで

した。白山小学校のホームページにもアップしてありますが、帰校してからサプライズが

用意されていました。この企画は、子供たちと担任の辻本先生には内緒で、密かに準備を

進めていました。サプライズが成功するか、帰りのバスは私もドキドキでした。さてそのサプライズの内容はというと… 

まず、体育館で解散式が始まりました。予定通り６年児童から素

晴らしい感謝の言葉がありました。その後、校長が話しました。その

途中で、「がんばった６年生の皆さんと辻本先生に先生方からプレ

ゼントがあります！」と伝えると、留守番をしていた白山小の教職員

が出てきて「いのちの歌」を歌ってくれました。体育館は真っ暗でス

ポットライトが当たっています。とてもすてきな歌声と伴奏で、６年生

の児童も聞き入っていました。練習の成果を出し切っていました！ 

  「次は、お家の方からのプレゼントです。」という言葉と同時にキャンドルを持った６年生の保護者の皆様が体育館

に入ってこられました。もうこれだけでも充分幻想的で感動しました。以下はそのときの私のナレーション全文です。 

  「皆さんの楽しみにしていた２日間が終わりました。出発式で校長先生は、皆さんと見たい景色がある

と話しました。２日間各地で素晴らしい景色をたくさん見ましたが、一緒に見たかった景色は、どの景色

のことだったかわかりましたか？答え合わせをします。校長先生が皆さんと一緒に見たかった景色は、今

日のこの景色です。この修学旅行を成功させるために担任の辻本先生はずっと前から準備をしていまし

た。また、新型コロナウイルス感染症が流行する中、皆さんを受け入れてくださった観光地や旅館の

方々、皆さんの安全を最優先に考えてくださった添乗員さん運転手さん…修学旅行というのは多くの方々

に感謝する旅行だと思います。そして、今日、皆さんの帰りを心待ちにしていたお家の方や先生方。修学

旅行というのは周囲の深い愛情を感じる旅行でもあります。皆さんのことを愛して、待ってくれている人

がこんなにいることを実感してほしいと思います。そして、自分はこんなにも愛される人間なのだ、愛さ

れる価値のある人間なのだと言うことを忘れずに生きていってほしいと思います。 

 さて、修学旅行が終わると、６年生は、卒業に向けてのカウントダウンが始まります。まだまだ先だと

思っていると、あっという間に卒業式がやってきます。残された小学校生活をどのように過ごし、この白

山小学校に何を残すか、考えるのは皆さんです。今日のこのキャンドルの灯を忘れずに、皆さんらしく素

直で純粋に残りの小学校生活もがんばってください。校長先生からのお話を終わります。」 

 この話の後、保護者の皆様が書かれた手紙を、直接ご自分のお子様に読んで聞かせてくださいました。子供たち

も涙を流していましたが、その姿を見て、教職員も泣きました。私も泣きました。内緒ですが、辻本先生も泣きました。 

例年通りならば県外へ行くはずの修学旅行でした。県内となった旅行も力一杯楽しんで、多くの思い出を作ってく

れた子供たちでした。たくさんおしゃべりをして、楽しいはずの食事も、毎食一言も話さず黙々と食べる子供たちを見

て、引率していた我々も目頭が熱くなっていました。子供たちは、自分たちの方法でコロナとしっかり向き合って戦って

います。今できることを精一杯行い、制約の中、笑顔で様々な行事を楽しんでくれています。同日に校外学習に出か

けた１～５年生も同様です。保護者の皆様、マスクを取ってお顔を見てお話しができる日まで、協力して子供たちをコ

ロナから守っていきましょう。最後になりますが、サプライズに協力してくださった６年生の保護者の皆様、本当にあり

がとうございました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 


